














































注）明治 22 年測量 2 万分の 1 地形図京都北部、京都南部、嵯峨をベースとし、旧 4 村の区域は京都市（1994）付図を参照した。
2















































































































に京都二条寺町の書肆西田勝兵衛より刊行された兵法書『古今軍林一徳鈔』（18 巻 20 冊）
が泰順の著作の初出とされ、彼は 20 歳であったという。次いで、翌３年には、「節序」を




























佛教大学宗教文化ミュージアム研究紀要　第 17 号（2021 年３月）
（２）『洛陽名所集』への評価
山本泰順の代表作となった『洛陽名所集』（12 巻 12 冊）は、近世京都における名所地
誌本編纂黎明期の名所案内記として重要な意味をもつ（熊倉 1967、野間 1969）。本書をめ











































































































































［１］御霊社 ［２］園韓神 ［３］縣宮 ［４］石神 ［５］聖天 ［６］中川 ［７］真如堂 ［８］浄華院
［９］百万遍 ［10］革堂 ［11］六角堂 ［12］誓願寺 ［13］因幡堂 ［14］新玉津島 ［15］夕顔社
［16］御影堂 ［17］五条天神 ［18］六波羅 ［19］極楽院 ［20］鹽竈 ［21］金光寺 ［22］妙顕寺
［23］堀川 ［24］還橋 ［25］耳畝川 ［26］雀杜 ［27］壬生 ［28］本国寺 ［29］本願寺 ［30］水薬師
巻之二
［31］下賀茂○ ［32］吉田○ ［33］吉田寺 ［34］善正寺 ［35］南禅寺（○：東山） ［36］永観堂（*35）
［37］鹿谷（*35） ［38］白川（*35） ［39］浄土寺村（*35）
巻之三
［40］黒谷○ ［41］岡崎 ［42］知恩院○ ［43］吉水（*42） ［44］一心院（*42） ［45］真葛原
［46］祇園○ ［47］瘼止地蔵 ［48］四条河原 ［49］長楽寺 ［50］丸山 ［51］双林寺 ［52］高台寺
［53］八坂
巻之四
［54］清水寺○ ［55］霊山 ［56］鳥邊野山 ［57］大谷 ［58］菊谷 ［59］将軍塚 ［60］歌中山
［61］牛尾谷 ［62］滑谷 ［63］豊国○ ［64］阿弥陀峯 ［65］大仏殿○ ［66］蓮華王院 
巻之五
［67］泉涌寺○ ［68］新熊野 ［69］清閑寺 ［70］東福寺○ ［71］萬壽寺 ［72］稲荷○ ［73］藤森
［74］深草 ［75］醍醐○ ［76］笠取山 ［77］山科 ［78］安祥寺 ［79］花山 ［80］伏見○
［81］御香宮（*80） ［82］木幡 ［83］小栗栖 ［84］櫃河橋
巻之六
［85］宇治○ ［86］宇治川橋（*85） ［87］橋姫（*85） ［88］欵冬瀬（*85） ［89］橘小島崎（*85）
［90］平等院（*85） ［91］慧心院（*85） ［92］興聖寺（*85） ［93］離宮八幡（*85） ［94］宇治山（*85）
［95］朝日山（*85） ［96］槇島 ［97］巨椋 ［98］狭鰭河（澤田川） ［99］八幡○ ［100］石清水（*99）
［101］放生川（*99） ［102］八幡山 ［103］男山 ［104］男塚女塚 ［105］狛山野渡 ［106］蟹満寺
［107］木津川 ［108］柞森山 ［109］瓶原 ［110］衣手森 ［111］井手 ［112］玉井 ［113］玉川
［114］泉川 ［115］綴喜原宮 ［116］久邇都 ［117］笠置窟
巻之七
［118］上賀茂○ ［119］齋院（*118） ［120］齋森（*118） ［121］一言神（*118） ［122］賀茂河
［123］片岡杜 ［124］大宮杜 ［125］長谷 ［126］八盬岡 ［127］松崎 ［128］櫻井里 ［129］岩倉山
［130］大原○ ［131］来迎院 ［132］音無瀧 ［133］瀨井清水 ［134］芹生里 ［135］小野
［136］修学寺 ［137］高野川 ［138］八瀬 ［139］志津原 ［140］寂光院○
巻之八
［141］岩屋○ ［142］鞍馬寺○ ［143］暗部山 ［144］御菩薩池 ［145］市原 ［146］二瀬
［147］貴布禰○ ［148］今宮○ ［149］紫野 ［150］大徳寺（*148） ［151］船岡（*148）
［152］蓮台野 ［153］蓮台寺 ［154］焔魔堂（*148） ［155］頭野 ［156］柏森 ［157］雲林院（*159）
［158］鷹峯 ［159］岩陰○ ［160］氷室山（*159） ［161］平野（*159） ［162］紙屋河 ［163］柏野
［164］北山 ［165］鹿苑寺（*159） ［166］衣笠山 ［167］明王院（*159） ［168］六所宮（*159）
［169］天神杜（*159）
巻之九
［170］北野○ ［171］内野 ［172］観音寺（*170） ［173］経王堂（*170） ［174］遺教経堂
［175］西方寺 ［176］高雄神護寺○ ［177］地蔵院 ［178］槙尾 ［179］栂尾（○：等持寺 , 龍安寺 , 妙心寺）
［180］妙心寺（*179） ［181］広隆寺（○：太秦） ［182］木島
巻之十
［183］仁和寺○ ［184］大内山 ［185］玉山 ［186］鳴滝 ［187］広沢池 ［188］遍昭寺 ［189］嵯峨○
［190］清涼寺（*189） ［191］往生院（*189） ［192］三宝院（*189） ［193］寂光寺（*189）
［194］二尊院（*189） ［195］小倉峰（*189） ［196］野宮（*189） ［197］有栖川 ［198］水尾（*189）
［199］天龍寺（*189） ［200］清滝川 ［201］月輪 ［202］樒原 ［203］愛宕（*189） ［204］鹿背山
巻之十一
［205］法輪寺○ ［206］桂里 ［207］大井河（*205） ［208］亀山 ［209］千代古道 ［210］芹河
［211］嵐山 ［212］戸難瀬瀧 ［213］大沢 ［214］大覚寺 ［215］梅宮○ ［216］梅津川 ［217］松尾○
［218］西芦精舎 ［219］東寺○ ［220］竹田 ［221］四塚 ［222］秋山 ［223］鳥羽 ［224］戀塚寺
［225］城南寺 ［226］六田 ［227］横大路 ［228］羽束師杜 ［229］葉室里 ［230］久我森 ［231］箕之里
［232］西寺 ［233］吉祥院 ［234］多武杜
巻之十二
［235］大原野○ ［236］小盬山（*235） ［237］良岑（*235） ［238］参鈷寺（*235） ［239］佐江野沼
［240］向日明神 ［241］久世 ［242］福田寺 ［243］琴弾橋 ［244］鷺坂 ［245］粟生光明寺
［246］山崎○ ［247］寳寺（*246） ［248］勝龍寺 ［249］水無瀬 川山 ［250］廣瀬 ［251］高槻村























































宗教」では計 24 か所、（B）「古跡」では計 20 か所でみられる。そして、（C）「風俗／生
分類 総数 区分 一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 十一 十二
A）寺社／宗教 103
本文 19 5 9 5 9 8 4 12 11 8 7 6
挿絵 2 3 2 4 1 2 3 3 1 4
B）古跡 47
本文 5 1 1 3 5 5 4 6 6 7 4
挿絵
C）風俗／生業 5






本文 5 3 3 4 4 20 13 10 2 8 15 13


























































































































































































































































































































































































































letters/hist_studies/meisyoki/index.html（最終閲覧日：2021 年１月 20 日）






（８）国立国会図書館デジタルコレクション「洛陽名所集」（最終閲覧：2021 年１月 27 日）
（９）③村上次郎右衛門版には泰順の序がみられないため、野間は本書を『新修 京都叢書』に収録するにあた
り、別途掲載したものと考えられる。
（10） これは、再版時に改編が行われた可能性も考えられる。しかし、たとえ初版であっても、『都名所図会』
などといった名所案内記においてもみられるものであり、このずれに関しては、既存の名所研究でも取
りあげられてこなかった事象の一つであったといえよう。
（11） 本節において、以下に示す項目の後の（ ）は、表１に示した番号に対応している。
（12）『洛陽名所集』の挿絵の作者をめぐっては、安田（1974）は、絵師である父友我筆の可能性を示唆したが、
後に別稿（1976）において泰順が自ら描いたものと結論づけている。
（13）この点について市古（1993）は、漢学者として身を立てる泰順と町医者をなりわいとする喜雲は、とも
に親の世代から仕える主家をもたない身であり、彼が名所地誌本を編纂できる高い教養と文芸力を著書
を通じて提示することで名声を獲得し、士官につなげようとする意思表示であったとみられている。
（14）当該地域にみられる歴史性や信仰といった地域文化の特徴を啓蒙し、現在における地域遺産の積極的な
活用を念頭に活動されている NPO 法人さらんネットのガイドブック委員会（2018）（以下、さらんネッ
ト（2018）と記す）は、当該地域の範囲について、旧葛野郡のうち、四囲を小倉山あたりを西限とし、
御室川・天神川の少し東を東限、西原山のあたりを北限とし、梅津や松尾あたりを南限とした範囲と想
定していることから、京都市（1994）でいうところの「嵯峨野」と「宇多野」を合わせた地域を嵯峨野
ととらえている。
（15）さらんネット（2018）によれば、嵐山城の遺構は、現在でも南曲輪の北側には土塁や堀切、その一部に
石垣が設けられた階段状の曲輪跡が確認できるという。
（16）巻之十のうち、水尾（198）と鹿背山（204）は、地域から外れた場所と思われるが、いずれも愛宕山に
関連する場所として取りあげられているため、本稿ではこの２か所についても嵯峨野に含めて考察した。
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山本泰順『洛陽名所集』にみる嵯峨野をめぐるまなざし（長谷川奨悟）
